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一

二
〇
〇
七
年
十
月
三
十
日
と
同
年
十
一
月
二
日
、
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
と
小
沢
一
郎
民
主
党
代
表
に
よ
る
党
首
会
談

が
行
わ
れ
た
が
、
右
党
首
会
談
は
福
田
総
理
か
ら
の
発
案
に
よ
る
も
の
か
、
ま
た
は
小
沢
党
首
か
ら
の
発
案
に
よ
る
も
の

か
。

二

一
の
党
首
会
談
に
際
し
て
、
自
民
党
と
民
主
党
が
連
立
政
権
を
組
む
と
い
う
構
想
（
以
下
、
「
大
連
立
構
想
」
と
い

う
。
）
が
出
た
と
承
知
す
る
が
、
「
大
連
立
構
想
」
は
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
提
起
さ
れ
た
も
の
か
。

三

「
大
連
立
構
想
」
の
よ
う
に
、
自
民
党
と
民
主
党
が
連
立
政
権
を
組
む
こ
と
は
、
我
が
国
の
国
益
の
観
点
か
ら
適
切
と
考

え
る
か
。

四

現
在
衆
議
院
に
お
い
て
、
与
党
の
議
席
数
は
約
七
十
％
を
占
め
て
お
り
、
仮
に
「
大
連
立
構
想
」
が
実
現
し
た
場
合
は
、

国
会
に
お
い
て
与
党
の
議
席
が
占
め
る
割
合
は
約
九
十
四
％
に
な
る
が
、
右
は
民
主
主
義
の
環
境
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
考

え
る
か
。
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。

五

「
大
連
立
構
想
」
が
報
道
さ
れ
、
小
沢
党
首
は
民
主
党
内
の
混
乱
を
招
い
た
と
、
党
首
を
辞
任
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

一
方
で
、
党
首
会
談
の
も
う
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
福
田
総
理
は
、
「
大
連
立
構
想
」
に
つ
い
て
「
コ
メ
ン
ト
し
な
い
方
が

一



い
い
」
と
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
が
、
右
の
対
応
は
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
適
切
か
。
総
理
自
ら
情
報

の
開
示
、
透
明
性
確
保
を
図
り
、
進
ん
で
国
民
に
説
明
責
任
を
果
た
す
義
務
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解

如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


